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　私が国鉄に就職したのは昭和５７年４月。
当時の東京西鉄道管理局の東京西学園（新
宿西口にあった）を卒業して、五日市線の
武蔵五日市駅に配属されました。駅長が迎
えにきていて、連れられて行く途中、生まれ
て初めて五日市線に乗って、風景がだんだ
ん寂しくなってゆき、武蔵引田駅～武蔵増
戸駅あたりでは、地平線まで畑（今でもだが）
の中を走り、ホントにここは東京都か？とん
でもない所にきてしまったと思いました。
　運輸係の仕事は当然改札と雑用ばかり。
今は環境アクセスさんに委託している清掃
作業も当然私の仕事。当時は禁煙などとい
う言葉は無い時代。ホームの柱の大半に吸
い殻入れが括り付けてあり、数が多く回収
が大変でした。当時は小荷物扱いもおこなっ
ていて、その補助もやっていました。この時
期はまだ地球温暖化前だったので、秋川渓
谷の入り口にある武蔵五日市駅は、１月～２
月にかけての朝は－７度くらいになり、朝の
改札業務がつらかった。
　私が配属された当時の車両は１０３系や
１０１系で、電車の前後の行先方向幕を手
動で回すのも駅員の仕事でした。（当時の青
梅・五日市線はほとんど冷房車が無く、行
先方向幕は電動になっていなかった）昭和
５７年１１月で五日市線の貨物列車が無くな
り、昭和５９年には小荷物扱いが廃止。昭
和６０年には、それまで券売機すら無かっ
た駅に、自動券売機を導入し、合理化を進
め、元 、々助役・出札・改札・小荷物・運

輸係の５徹あった駅を、小荷物担当を廃止、
次いで運輸係を廃止し、出改札兼掌になり
ました。合理化は進みましたが、その頃武
蔵五日市駅にいた職員は、昭和２０年に職
員の多くが戦争に行かされ、職員が不足。
中学生が駅に勤労動員され、そのまま国鉄
職員になった方が何人もいて、ちょうど退職
期を迎えて（当時の退職は５５歳）むしろ
職員が足りなくなっていたため、私も出札を
やるようになりました。当時の出札はすべて
がアナログで手作業で、発売も売上の締切
集計もすべてソロバン！　出札をやりたけ
ればソロバンを覚えてこい、という時代で、
電卓などという高級なものはありませんでし
た。
　ＪＲ東日本に移行後、何年かしてＬ型とい
うマルス端末が出札に入りました。小駅向け
のこの安い端末は、駅名入力がトニムイ（武
蔵五日市駅）やトミトウ（東京駅）といった略
カナ入力だったため、社員から不評で、あっ
という間にＭＥ型端末に置き換わりました。
　平成８年に武蔵五日市駅は高架化され
ましたが、北側にあった広い空き地に線路
をずらして建設されました。この空き地は、
元々蒸気機関車時代の武蔵五日市機関区
の跡地で、ここを活用して線路をずらし、
駅前広場が大きく整備されました。駅はき
れいになりましたが、今の武蔵五日市駅は
観光地の駅なのに、ＪＥＳＳへの委託で泊
まり勤務１人のみの寂しい体制になってし
まっているのは何とも残念です。


